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文 要 旨

論文題目

The significance of lipid accumulation in breast carcinoma cells through perilipin 2 

and its clinicopathological significance 

（乳癌細胞におけるペリリヒ°ン2を介した脂肪菩籾の意義とその臨床病理学的意義）
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背1景|:1細 I/l?I I内I脂I肪 1滴 Iのリh|態 |を1含 1め|た|脂|質 |代1謝

iこ 1つIいIて1は1、|こ |れ|ま |で|メ|夕 |ボ|リ|y |ク|シ|ン |卜*1口

ー， ム 1や1動I脈 1硬|化 |症|な |と|のドt|謝i性1疾 I患Iと1関 I連 Iし

て1研 1究|か |進|め|ら |れ|て |き|た|ヵ,I、I昨|今 |で1は1脂1質1代

謝が腫瘍の形成や増殖などでも重要な役割を

果|た|し|て |い|る|こ |と|が |明|ら|力,Iと1な1っIて1き|た |。I今

回 1、我 1々 |は‘I癌1細 1胞 I内1の脂I肪 1滴 Iと1脂1質1関 1連 Iタ

ン1パク質 peilipi 2( 以 下PLI2) に注目し、 これら Iが

浮LI癌|で|ど |の|ょ|ぅ |な|意 |義|を|持 |っ|て|い |る|力,Iを1検 I討

しIた1。| I | I I 

方I法 I: I乳1癌1患|者 |105|例|の1組1織1検 1体|を |用|い|、 I抗

PLjN2 I抗|体 |に|ょ|る I免 1疫|組|織|化 |学|(|以 |下|I叶C) IをI実

施 Iし1、腫 1瘍中の 1陽性I面 1積|の |50|％ |を |ヵ|、ノ I卜Iオ 1フ

イ籠iI と| し1 て1 臨 1 床 1 病 1 理 | 学| 的 1 因 | 子 | と1 の1 関 I 係 1 を1 検 I 討 I し

た 。 さらに 25 例の du oma in si u (以下 D IS) 、 11

例の 以下 A H)、非腫瘍性背 景

の1陽性率lを1比較lした 1。つ |ぎ|に|、乳 1癌113I症l例iの

1東I結|切 |片|を1用|ぃ |て1連 1続 1切|片|を1作 1成|し|、|そ |れ|ぞ

れ|に|IH叶、 1。［叫o |染 1色|(|以|下|o肘o)Iを1実 I施 IしIたIo 

そIれ|ぞ|れ|の1陽1性1像 1を1画 1像 1解 I析IソIフ 1卜1ゥ1ェ 1ア Iで

＊要旨は3枚 (1200字以内）にまとめること。 (20 X 20) 
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測定し検討した 。 最後 に 、 3種の乳癌細胞株

を1用1ぃ1、|p叶N21の1発 i現|を|RTヤcRIで1定1量1的Iに1測1定Iし

比I較|し|た |。|

結果 乳癌手術症例を用いた検討では、 陽性

率が高い群で組織学観グレ ド、 Ki-7標識率

HHR2 I発 1現|と|の 1関I係|が|み|ら |れ|、1低|い |群|で Iは1エIス

ト1口|ゲ|ン |受I容1体I発 1現|と|の 1関1係|が|み |ら|れ|た |。I乳

癌|の|増|殖 |ゃ|治 |療|に|関|連|し|た |臨|床|的 |サ|プ|夕 |ィIプ

別I分 1類|で |はI予 1後|が|比|較1的良 |い|と 1さIれIる1ホ l)レIモ

ン 1 受 1 容|体 | 陽|性 | の | lu~inal | 型|に|比 | 較 |し|て| 、 I 予 1 後 I が 1 悪

し、 If頃1向|に |ぁ|る|H州R2Iの|み1陽|性 |の|H州R2|型|、|全 |て1陰

性となる baal 型で高い傾向がみられた 。 また、

病変別の検討では、非腫瘍病変の陽性率は、

浸 1潤 1癌1、|Dils|、|A匝HIと|比|較 |し|て|低 |力,Iっ|た |。1凍

結 I切 1片 1を1用Iいた 1検1討|で|は|、 |oioI、|PLjN2 |の ~HCI の

陽I性1面|積 |に|ぉ|ぃ |て|正 |のI相 1関|が|み|ら |れ|た|。I加 Iえ

て1、I乳I癌 1細I胞|株 |を|用 |い|た|検 |討|て|は |、|m吋NAIレIベ

ル 1で1のIPLlN2 Iの1発 I現|は |M§Ai丑-331I (I ba~al I型|) |が|、

|と|MgF-71(Iと|も|に |lujnalI型|）|に I比1較Iし1て1高Iか

つ lたI。| | I I I I | I I I I I | | | I 
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考 1察| : I叫N2|の 1陽 I性 1率 |は|組|織 |学|的|ク |レ|- |ド |ゃ|

Ki 67 標識率など乳癌の浸潤形態、増殖能を反

映 Iす Iる 1因 |子|と|の 1関 1係 |し|て|ぉ |り|、 |lujnalI型 Iに I比 1較

しIて IH州R2 I 型|、 |ba~al| 型 | で 1 陽 1 性 1 率|が|高 | い|こ|と | から

も 1乳 1癌|の |進|行|に |ぉ|い |て |PLJN2Iが 1重 1要 |で|ぁ|る Iと 1推

測された。 また 0 0 と PLN2 の IHCの比較からは、

実施にあたり凍結標本を必要とする 0 0 に代

ゎ | り|、 I ノ~ Iラ|フ|ィ |ン l標 |本|で|の |PLjN2i発 |現|が 1脂 l肪 l滴

i平Ifr冊Iと 1し1て 1利 1用 |で|き |る|と 1考 |ぇ|ら |れ |た|。 1乳 1癌 1細

胞 | 株|を|用 | い|た|検 | 討|で | は | 、 |ba~al I型 |の |細 |胞 |株 |と|さ

れ Iる1MDA-MB-a31 1が 1、 Ilu~inal I型 1の I細 1胞 1株 |と|さ |れ |る

T417D I、 |M9ド71 に 1比 I較|し |て |PLfN2Iの|m邑五 I発 I現 Iが 1高 1<,、

手 1術 1症 1例 Iで 1の 1検 I討 Iを 1支 1持 す 1る結果 Iと 1考|ぇ |ら Iれ

た 。 以上より脂肪滴の形成や PLN2 の発現は乳

癌 |の|予 1後 Iを 1悪|化 |さ|せ |る 1因|子 |の|ひ|と |っ|と 1考 IぇIら

れ 1、|予|後 |予 I測 Iマ I- I力 |- Iや 1脂 1質 1代 1謝 Iに 1関 1連 IしIた

新 |規|治|療 |の 1開 1発 1な 1ど Iに 1関 1与 1す 1る1可 1能 1性 1が l考 Iえ

ら1れ 1た 1。
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